
２０１９年６月３日

株式会社 Ｔ＆Ｄホールディングス

（証券コード：8795）

中期経営計画 （2019-2021年度）

「Try & Discover 2021 ～共有価値の創造～」

※2020年度より一部ＫＰＩを見直し
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１．前中期経営計画の振り返り
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１．前中期経営計画の振り返り①（経営目標の進捗状況）

■ 標準⽣命表改定や低⾦利の継続等の経営環境において、機動的な商品・販売戦略の展開、⾦利リスクの適切な
コントロール等を通じ、経済価値ベースのグループ収益⼒は堅調に拡⼤。

■ 財務会計利益は、新契約業績の伸展に伴う責任準備⾦の積増負担、為替ヘッジコストの上昇等があったものの、
概ね⽬標を達成。

利益（実質利益） (*)新契約価値

⽬ 標 3年を通して 850億円程度

企業価値（Group MCEV）

⽬ 標 2018年度末 2.4兆円

(*) 実質利益は、当期純利益に、負債性内部留保（危険準備⾦
繰⼊額、価格変動準備⾦繰⼊額）のうち法定基準繰⼊額を
超過した額を加算して算出（税引後）。

930

563

1,195
1,294

1,403

2014 2015 2016 2017 2018

(1,000億円)

(単位：億円)

⽬ 標 2018年度 1,000億円

2.29

1.89

2.29

2.40 2.37

2014 2015 2016 2017 2018

(2.4兆円)
942

833
917

833
785

2014 2015 2016 2017 2018

３年平均 845億円

(単位：億円)(単位：兆円)

(850億円)
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67
94

115

134 133
163

2013 2014 2015 2016 2017 2018

4,728 6,570 
8,270 

10,238 10,898 11,432 

2013 2014 2015 2016 2017 2018

■ 国内⽣命保険事業においては、中核⽣保３社がそれぞれ特化した市場においてコアビジネスを強化。
■ 「商品ポートフォリオの変⾰」「シニアマーケットへの取組み強化」など、前中計で掲げた主要戦略は着実に進展。

• 認知症・就業不能等の第三分野に注⼒
• 営業職員に加え、銀行窓販・ｲﾝﾌｫﾏｰｼｬﾙ

（*）等のチャネル複線化を推進

（*）情報提供型CM等を活用した販売手法

• 死亡保障分野に加え、法⼈向け就業不能
保障分野をコアビジネス化

• 経営者個人・個人事業主マーケットの開拓

• 商品の複線化（貯蓄性・保障性）
• チャネルの複線化（銀行代理店の拡大・来店

型ショップへの展開 等）

＜前中計における主な取組み＞ （単位：億円）

* 収⼊＋介護リリーフ

１．前中期経営計画の振り返り②（国内生保事業）

■第三分野新契約年換算保険料

18,485 18,064 18,087

18,793
20,527 21,729

2013 2014 2015 2016 2017 2018

■新契約高（Ｊタイプ+Ｔタイプ+介護 (*)）

■保有契約高
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１．前中期経営計画の振り返り③（国内生保事業）

■ シニア層の⼈⼝増加、⽣活保障ニーズの⾼まりや多様化を機会と捉え、グループ共通の取組み強化領域として、
シニアマーケットの開拓を推進。

太陽⽣命 ⼤同⽣命

営業・商品⾯

サービス⾯

健康増進

• 「100歳時代」シリーズの発売
・ひまわり認知症治療保険
・100歳時代年⾦
・ひまわり認知症予防保険

• 終⾝⽣活介護年⾦保険を銀⾏窓販
チャネルで拡販

• かけつけ隊サービス・シニア訪問サービス
• 認知症予防アプリの開発・提供
• 認知症サポーターの全社配置

豊かな⻑寿社会の実現に向け、疾病の予防と健康増進を⽀援

太陽の元気プロジェクト DAIDO KENCO アクション

• 経営者個⼈・個⼈事業主市場への
介護保障商品の推進強化

• 相続・事業承継の取組み強化に
向けた⼈材の育成・強化

• りそな銀⾏との営業分野における
業務提携

• 「介護コンシェル」サービスの拡充
• M&A⽀援サービスの推進

70歳以上の保障性新契約件数、認知症イメージ調査 ： 業界No.1 経営者個人等の新契約高 ： 前々中計比 115 ％
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２．本中期経営計画の全体概要
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◎本中期経営計画の重点課題

 国内生保市場における、新たな特化市場・チャネルの構築

 生保事業と親和性の高い事業領域への展開、外部成長の取込み

◎今後１０年を見据えた環境変化

• 少子高齢化の進行、人口の減少

• 年金・医療・介護における自助努力ニーズの高まり

• 低金利の継続と将来の金利上昇リスクの可能性の両面での対応

• 標準生命表の改定、経済価値ベースの健全性指標の導入

• 医療技術の進歩、ビッグデータや人工知能（ＡＩ）などのデジタル革新

社会環境

経済・金融環境

業界・規制環境

技術革新

事業ポートフォリオ
の多様化

 お客さま・社会のニーズに適切にお応えする、商品・サービス・販売チャネルの進化

 低金利環境が長期化するなかでの、保険関係収益力のさらなる強化

 新たなＩＴ技術等も活用した、生産効率性の向上

コアビジネス
の強化

グループ一体経営
の推進

 グループ資本の効率的活用

 グループシナジーのさらなる発揮

２-① 環境・課題認識
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２-② 本中期経営計画の概要

名 称 ➣ 中期経営計画「 Try & Discover 2021 ～共有価値の創造～ 」

全体方針

計画期間 ➣ 2019年４月～2022年３月（３年間）

➣ 「コアビジネスの強化」と「事業ポートフォリオの多様化」を通じ、絶えず変化する人と社会の課題
の解決に貢献することで、社会とともに成長する保険グループをめざす

基本戦略

➣ グループ各社の強みを活かした特化戦略の追求による、グループ収益基盤の強化

➣ 国内生保事業と親和性の高い事業領域への投資を通じた、収益源泉の多様化

➣ グループ財務戦略の進化による、グループ資本効率の向上

➣ グループ経営資源の効果的・効率的な活用に向けた、グループ一体経営の推進

経済価値 新契約価値 • 2021年度：1,700億円以上

［コアＲＯＥＶ(*1)：３年を通じて年5.0％以上］

財務会計 修正利益 • 2021年度：2018年度水準（730億円）以上

*1：（新契約価値＋リスクフリーレート部分の期待収益）／ＥＶの平均残高 *2：ＥＶ増加額（資本増減等を控除）／ＥＶの平均残高

〔グループ連結の中計目標〕

中計目標

（ 参 考 ）
中長期的に
目指す水準

経済価値 Group MCEV • 次期中計期間：4.0兆円（2018年度末2.6兆円）

［ＲＯＥＶ(*2)：中長期的に年7.5％を超える安定的・持続的な成長］

財務会計 修正利益 • 次期中計期間：1,000億円



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
9

すべてのステークホルダーの
満足度の増大

共有価値の創造

２-③ めざすグループ像

グループ
経営理念

Try & Discover（挑戦と発見）による価値の創造を通じて、人と社会に貢献するグループを
目指します。

共有価値の
創造

• 絶えず変化する人と社会の課題（社会的課題）は、当社グループにとっては挑戦すべき
ビジネスチャンス

• 社会的課題の解決という視点から、事業を通じて、①社会にとっての価値と、②企業に
とっての価値の両方を創造

グループ経営理念の実践を通じて、グループの持続的成長を確かなものへ

Ｔ＆Ｄ保険グループの強みを活かした「共有価値の創造」の主なテーマ

１．充実した
シニアライフ

６．投資を通じた
持続可能な社会への貢献

５．ライフプランに応じた
資産形成

２．⽇本を⽀える
中⼩企業の発展

４．デジタル⾰新を活かした
次世代活⼒の向上

３．多様化した世帯の
健康で豊かな⽣活

Ｔ＆Ｄ保険グループのコア事業
に親和性の⾼い領域

国内生保事業
（コア事業）

お客さま 株主・投資家

従業員 代理店

地域・社会

健康で豊かな暮らし

雇⽤と働きがい

持続可能な地球環境
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２-④ 本中期経営計画の位置づけ

環境変化

競合・規制環境
の変化

⼈⼝・中⼩企業
の減少

ﾃﾞｼﾞﾀﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ
の進⾏

環
境
変
化
に
“
オ
ー
ル
Ｔ
＆
Ｄ
”で
立
ち
向
か
う
グ
ル
ー
プ
力
の
発
揮

超低⾦利の
継 続

安
定
的
・
持
続
的
な
グ
ル
ー
プ
の
成
長

「
共
有
価
値
の
創
造
」
に
よ
り
、
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
保
険
グ
ル
ー
プ
へ

重点課題

グループ⼀体
経営の推進

コアビジネス
の強化

事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの
多様化

進 化

真 価

深 化 グループ各社が強みに磨きをかけ、
お客さまとのリレーションを深化・拡⼤する。

グループの独⾃性・専⾨性を発揮し、
お客さま・社会になくてはならない存在になる。

新たな成⻑領域への挑戦により、
事業ポートフォリオの多様化を具現化する。

本中期経営計画の位置づけ

新たなステージへと“シンカ”（深化→進化→真価）する
「変⾰と実⾏」の３年間

Ｔ＆Ｄ保険グループの強み：特化市場での独⾃性・専⾨性の⾼いビジネスモデル

１

２

３
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２-⑤ 本中期経営計画の戦略マップ

太陽生命 大同生命 T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
生命

シニア層
（約3,500万人）

家庭市場
中小企業数

（約190万社）
富裕層（ｱｯﾊﾟｰﾏｽ以上）

（約1,170万世帯）

コアビジネスの強化（保険収益力のさらなる強化）

（生保事業と親和性の高い領域）

アセマネ

事 業

ペット保険

事 業

（ 損 保 ）

新 規

事 業

デジタル

保険事業

（新たな特化市場）

中⼩企業市場 乗合代理店市場

シニア層（今後2040年代まで拡⼤）
ミレニアル層

（2025年には⽣産年齢⼈⼝の半数に）

コアビジネスの強化（保険収益力のさらなる強化）

事業ポートフォリオの多様化

シナジー シナジー

シ
ナ
ジ
ー

生保事業・デジタル保険
事業とのシナジー

国内保険事業で新たな
チャネル構築

収益源泉の多様化



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
12

（ 参 考 ）
中⻑期的に⽬指す⽔準

２-⑥ 本中期経営計画の計数目標

財
務
会
計

経
済
価
値

751 775 728

1,195 1,294 1,403

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

〔当期純利益〕

〔新契約価値〕

640億円程度

億円 億円 億円

(917億円)
(833億円) (785億円)

負債性内部留保の
超過繰入

実質利益

1,350億円程度

1,700億円以上

億円 億円
億円

グループ修正利益で

1,000億円

（次期中計期間）

Group MCEVで

4.0兆円

（次期中計期間）

本中計期間前中計期間

2018年度水準以上

※経済価値ベースの指標は、国際的な資本規制の議論や開⽰の⽐較可能性等を踏まえ、より中⻑期的な視点での経営判断に資するよう、
本中計期間より「ＥＳＲの計測モデル」および「ＭＣＥＶの算定」において、終局⾦利を適⽤。

(1,636)

終局⾦利を適⽤

■低⾦利環境の継続、為替ヘッジコストの⾼⽌まり等を背景に、経済価値・財務会計ともに、中計初年度は減益予想と
なるも、本中計の各戦略を通じ、2019年度をボトムに着実な伸展を⽬指す。

( ) ： 終局金利を適用した参考値

（2018年度末：2.6兆円）

〔グループ修正利益〕

連結
純利益

資産・負債の会計処理の
アンマッチ等による評価性損益

グループ
修正利益

負債性内部留保
の超過繰⼊

※本中計期間中は、負債性内部留保の超過繰入は実施しない計画
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３．コアビジネスの強化（国内保険事業）
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３-① コアビジネスの強化（中核生保３社） 全体像

■ 中核⽣保３社は、それぞれの特化市場で、トップブランドの構築を⽬指す。
■ 「保険収益⼒の強化」「新たな特化市場の構築」により、コアである国内⽣保事業を⼀層強化。

中
核
生
保
３
社

新
た
な
生
保

チ
ャ
ネ
ル

特化市場 強み・差別化要素

家庭市場 • 時代を先取りした商品開発力

• 商品一体型サービス

中小企業
市場 • 基盤との強固な関係

• 中小企業市場の特化チャネル

乗合代理店
市場

• 銀行代理店ネットワーク

• 商品開発の機動性

太陽生命

大同生命

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
生命

ミレニアル
市場

• ミレニアル世代の保険ニーズに対応するべく、デジタル・プラットフォームを
活用した、新たな特化市場の構築

提携
Ｍ＆Ａ

特
化
戦
略
の
追
求

保険収益力の強化

〔生保３社合算の基礎利益〕

1,484 1,496

(予想)
1,660

2017 2018 2019 2020 2021

(本中計期間)

シニア市場のトップブランド構築

企業保障の新たな時代をリード

（億円）

５～６年後
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■ 100歳時代を先取りした最優の商品・サービスをご家庭にお届けすることにより、より多くのお客さまの
安⼼で豊かな暮らしを⽀える保険会社となる。

太陽生命（マーケティング戦略）

よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
の
元
気
・
長
生
き
を
実
現

 商品の進化
・100歳時代
を先取りし
た商品提供

 販売⼒の強化
・コンシェル
ジュによる
販売⼒の強
化

・育成体制の
強化による
陣容の拡⼤

営業職員

商品

効
率
化
で
得
ら
れ
た
経
営
資
源
を
営
業
・
サ
ー
ビ
ス
に
シ
フ
ト

販売

サービス  営業を⽀えるサービス
（かけつけ隊等の対⾯サービス、商品⼀体型サービス等）

 時代を先取り
した⽣存保障
商品の提供

 代理店の販売
効率アップ

 IT(情報技術)
の活⽤(ペー
パーレス、Ｗ
ｅｂ等)

 募集代理店へ
の教育・研修
の充実

代理店

 100歳時代・
働き⽅改⾰を
ふまえた新た
な福利厚⽣制
度の提案

 新規・成⻑
マーケットの
新規開拓

 既契約・親密
先の深耕開拓

団体保険

顧客数
の増加

基礎利益
の増加

収入保険料
の増加

経営目標

基本方針
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大同生命（マーケティング戦略）

■ 環境変化を成⻑機会と捉え、あらゆる事業領域で現状の枠組みを超える｢構造改⾰｣に挑戦するこ
とで、｢法⼈・個⼈を⼀体としたトータルな保障｣を全社⼀丸で磨き上げ、企業保障の新たな時代を
リードする⽣命保険会社になる。

マーケット

商品

法人契約 個人事業主
（士業等）

個人契約

経営者・役員
（+ 経営者の家族）

従業員 経営者
（+ 経営者の家族）

役員・従業員

死 亡 保 障

就 業 不 能
保 障

医 療 保 障

介 護 保 障

相 続 ・ 事 業
（資産）承継

コアビジネス×成⻑領域の

さらなる深耕

新税務取扱のもとでの
新商品の投⼊・

マーケットシェア拡⼤

企
業
保
障
の
新
た
な
時
代
を
リ
ー
ド

法⼈・個⼈を⼀体とした
効果的・効率的な

保障のご提供
（コアビジネス化の推進）

業
績
︵
保
有
契
約
⾼
・
Ｅ
Ｖ
︶
の
拡
⼤

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
チ
ャ
ネ
ル
の
強
化

＋

新
た
な
市
場
開
拓

主⼒商品のリニューアル

加入企業数 新契約高 保有契約高 Ｅ Ｖ

［シニア層ニーズ
への対応強化］

基本方針

経営目標
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大同生命（マーケットの拡大）

＜新契約高（個保＋Ｊ・Ｔ・介護）＞

2021

✔ 商品のさらなる魅⼒向上
✔ トータル保障加⼊時の

利便向上

✔ 戦略商品のリニューアル
✔ グループシナジーによる資

産形成ニーズへの対応

✔ コンサルタントの全国配置
✔ ⾃社株算定サービス
✔ 専担組織の設置

東名阪

全国展開
2018

2022

マーケット・2021年度新契約ボリューム等 主な取組み

10名

50名
(2022年度末)

2018

＜コンサル配置＞

前中計 2021

23％ 35％

4,000億円
⽔準

商品ポートフォリオの変⾰による
トップラインの着実な拡⼤

定期保険

✔ 新税務取扱のもとでの
商品ラインアップ拡充

✔ 法⼈向けの健康増進
型商品の開発

就業不能保障

経営者個人
個人事業主

相続・事業承継

※上記の各分野の新契約高には、一部重複する部分があります。

2017 2018 2019 2020 2021

3年間で
回復

1.2倍
程度へ

1.2 
（23％）

1.6 
（35％）

2018 2021 2025

定期
保険
ほか

就業
不能

（中計終期）

回復

成⻑

介護
定期

兆円

コ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
深
耕

新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
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■ ｢貯蓄性商品の機動的な開発・導⼊｣｢お客さま・代理店向けサービスの積極的な導⼊｣｢ＩＴの利活⽤｣
により、来店型ショップ代理店を含む乗合代理店チャネルでのプレゼンス向上を図り、業績を拡⼤。

Ｔ＆Ｄﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命（マーケティング戦略）

メインターゲット
 リタイアメント世代

（60歳代以上のアッパーマス層）

メインターゲット
 就労・⼦育て世代

（20〜40歳代）

 代理店の開拓・拡⼤
 代理店特性を踏まえた代理店サポート態勢強化による深耕・活性化

 ＩＴの利活⽤等によるお客さま利便に資する事務・サービス⾯の⾼度化
 お客さま⼿続きの簡素化・業務効率化より、シンプルかつローコストなサービス態勢の構築

乗
合
代
理
店
市
場
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
拡
大

商品開発の機動力を活かした、多様化するお客さまニーズの取込み

コンセプト
 給付内容を差別化した貯蓄性商品

ＩＴの利活用等による利便性と効率性の追求

営業体制拡充による代理店へのサポート力向上

コンセプト
 価格⾯・給付⾯等で競争⼒のある保障性

商品

金融機関等代理店 来店型ショップ代理店

商 品

サービス

販売態勢

販売シェア
の拡⼤

経営⽬標

保有契約
の拡⼤

事業費効率
の改善

基本⽅針
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３-② 資産運用戦略

■ ＥＲＭの戦略的活⽤を通じて、①ＡＬＭの推進による⾦利リスクのコントロール、②資産運⽤の⾼度化による
資産運⽤収益の拡⼤を両⽴。

～ 低金利環境の継続 ～

▲0.5
0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5

10年国債利回り
（出所）Bloomberg

(%)

ＥＲＭの戦略的活用

①ＡＬＭの推進による金利リスクのコントロール ②資産運用の高度化による資産運用収益の拡大

両立

 超長期債購入等を通じた金利リスクのコントロール
 クレジット投資・オルタナティブ投資の拡大

 ＥＳＧ投資の強化・推進
➔ 持続可能な社会・環境へ貢献

 Ｔ＆Ｄアセットマネジメントとの協働
➔ Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命の運用高度化をはじめ、

グループの資産運用力強化に向けた協働を推進

〔太陽生命・大同生命の資産構成比〕 （2019年3月末時点）

太陽生命 大同生命

公社債

38%

外国証券

29% 貸付金

16%

公社債

46%

外国証券

30% 貸付金

8%

株式

現預金等
その他 その他

株式

現預金等
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３-③ コスト効率化・生産性向上

■ 新たなＩＴ技術の活⽤、業務改⾰等により事務の効率化を図り、経営資源を営業・サービスにシフト。
業界最⾼⽔準の「お客さま満⾜」と「⽣産・効率性」の両⽴を追求。

お
客
さ
ま
満
足
／
生
産
性
の
向
上

大同生命

営
業
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
経
営
資
源
（
人
材
）の
シ
フ
ト

デジタル技術を活用した「お客さま接点」と「生産効率」の改革を推進

お客さま手続きの
デジタル化

 営業端末の機能革新

 ＰＣ・スマホでのＴＶ電話
手続（被保険者）

 即時支払の実現 等

デジタル技術等を活用した
お客さま接点の改革

ルールのシンプル化・ＢＰＯ
等による業務量の削減

デジタル手続率 業務量

330名分の業務量を削減新契約

7割→8割
変更・支払

0割→6割 RPA

ﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ

自動化

etc

太陽生命 効率化で得られたマンパワーを営業・サービスへシフト

ローコスト
オペレーション

支社の事務要員

1,000名分

の事務量を削減

2008   2018   2021

ペーパーレス化
事務の機械化・自動化

同時実現

お客様の
利便性向上

訪問サービスの充実

かけつけ隊
サービス

シニア
訪問
サービス
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ペット保険事業

チャネル戦略

商品戦略

サービス戦略

• グループシナジーの発揮に向け、グループ生保営業職員チャネルでの販売を推進。

• ペットショップチャネルをメインとしつつ、新たなデジタル・チャネルを構築。

• ペット医療保障を中心にお客さまニーズ・チャネル特性に応じた商品を順次開発。

• ご契約者ニーズの高いペット賠償責任保険、グループ生保各社とのクロスセル商品等を検討・実現。

• シニア顧客層向け「アニマルセラピー」を提供。

• お客さま満足度（利便性）の向上と業務効率化の両面から取組みを推進。

■ 2019年4⽉にペット＆ファミリーは少額短期保険会社から損害保険会社へと新たなステージに移⾏。
■ ペット保険事業でさらなる成⻑を⽬指すとともに、⽣・損保事業の両輪でグループシナジーを発揮。

〔正味収入保険料の推移〕

23 29 35 44 51

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

100億円程度

５～６年後に目指す水準

安定的・持続的に拡大

億円

75億円超

ペット保険事業（損害保険）とのシナジー追求
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４．事業ポートフォリオの多様化
（新たな成⻑領域への挑戦）



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
23

４-① 事業ポートフォリオ多様化の目的

• 共有価値の創造に向け、⽣保事業との親和性が⾼い領域で、グループの強みを発揮
• グループ連結利益に貢献する事業規模
• グループの経営資源を集約し、効果的・効率的な事業投資態勢を構築

新たな事業領域の考え方

■ 中核⽣保３社がフォーカスするシニアマーケットは、今後も拡⼤が⾒込まれる成⻑市場。 ⼀⽅で、
超⻑期の視点では、国内市場縮⼩の可能性。

■ 新たなデジタル技術は、加速度的に進化。現在のビジネスモデルや対⾯営業が、短期間で破壊される
可能性は低いとみるものの、新たなチャレンジを進める必要。

ＨＯＷ

クローズドブック
事 業

ＷＨＡＴ

社会課題
の解決

当社事業
の成長

デジタル
⽣保事業

アセマネ事業

～ 本中計期間での主な取り組み ～
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４-② 事業ポートフォリオ多様化に向けた体制整備（投資子会社の設立）

■ 事業ポートフォリオの多様化に向けて、グループ経営資源を集約し、グループ⼀体的な運営体制を整備・強化。

【新設】投資子会社

事業投資Ａ 事業投資Ｂ 事業投資Ｃ

投資方針・資本配賦

• 戦 略 性 ： 連続性のある戦略的な投資により、国内生保事業に次ぐプロフィットセンター機能の確立

• 専 門 性 ： 国内生保事業と異なる分野に最適化した態勢（意思決定・専門人材等）を投資子会社内に構築

• 独 立 性 ： グループ内へのリスク波及の抑制等

クローズドブック事業

アセマネ事業等への

戦略的な投資

投資子会社の設立趣旨

経営資源の集約

直接子会社

投資子会社のストラクチャー・イメージ
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４-③ 新規事業例（クローズドブック事業への投資）

■ 投資⼦会社の投資領域の⼀つとして、クローズドブック事業※を想定。「新たな投資収益の獲得」と「将来的な国内事
業展開」を視野に、投資先との関係構築を通じ、事業ノウハウを取得・蓄積。

※クローズドブック事業：保険会社が販売停止した商品の保有契約ブロック（クローズドブック）を
取得・集約し、バリューアップを通じて収益化するビジネスモデル

機会（クローズドブック市場） Ｔ＆Ｄ保険グループにとっての戦略的意義

• 保険事業のノウハウ・⼈材活⽤による投資案件の創出

• 戦略的パートナーとしての参画で、事業ノウハウを取得・蓄積

• 新たな投資利益の獲得による、グループ連結利益へ貢献
(収益源泉の多様化）

• 中⻑期的には、国内⽣保事業とのシナジー効果も追求
(保険引受リスクの分散等)

・保険種類・地域等のリスク分散
により、経済価値ベースの資本
効率を向上

長寿リスク

逆 相 関

保険ポートフォリオ

(国内死亡リスク優位)

外部取込
（再保険等）

• 英⽶保険市場の成熟化で、クローズドブッ
ク（ＣＢ）取引が普及

• 成熟化が進む⽇本市場でも、将来的に普
及する可能性。（新たな事業移転⼿法に）

売り手

買い手

 低⾦利環境の継続
 資本規制強化
 契約管理コスト増加
 資本効率性の市場要求

→ ⾮戦略事業の分離

 ＣＢ集約によるコスト効率化、
資産運⽤・資本マネジメントの
⾼度化

 リスク分散効果の創出

→ バリューアップ



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
26

• ビッグデータ解析等による
デジタルマーケティング

• 経済圏内の多様な顧客
との接点拡⼤

４-④ 国内生保市場における新たな特化戦略（ミレニアル市場）

「デジタル保険」ビジネスの概念図

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾍﾙｽ
企 業

新たなデジタル
チャネルの構築

ｲﾝｼｭｱﾃｯｸ
企 業

Ｔ＆Ｄ保険グループ各社

（ペット＆ファミリー損害保険等）

提 携

ネット経済圏
プラットフォーマーを中心

とするエコシステム

ミレニアル世代

■ ミレニアル世代の保険ニーズを取り込むべく、デジタル・プラットフォーマー等との提携を通じ、新たな特化市場を構築。
■デジタル・マーケティングによる新たな商品・サービスの提供により顧客接点を拡⼤。

提 携

提 携

• パーソナライズな商品・
サービスの提供



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
27

• 強みの商品組成力により受託資産残高を拡大

• 内外アセマネ会社とのネットワーク活用

• グループ生保資産運用の高度化へ貢献

４-⑤ アセットマネジメント事業の収益拡大

■ Ｔ＆Ｄアセットマネジメントの受託資産残⾼を拡⼤するとともに、投資⼦会社を通じた海外アセマネ会社等への
戦略的投資により事業強化を推進。

• 国内生保事業に次ぐグループ中核事業として、中期的な事業拡大をめざす。

• 生保系アセマネ会社としての強みを活かし、差別化された事業モデルを構築。

• 海外資産の運用力を強化し、グループ収益と生保資産運用への貢献を実現。

• 海外アセマネ会社等との資本・業務提携を通じ、
商品組成力・グループ生保の資産運用力を強化

• グループ連結利益への貢献

相乗効果

0.73 0.61

1.06 1.18 1.14

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

1.4兆円程度

５～６年後に目指す水準

安定的・持続的に拡大

1.2兆円超

〔Ｔ＆Ｄアセットマネジメントの投資信託運用資産残高の推移〕

兆円

アセットマネジメント事業の収益拡大

戦略①：Ｔ＆Ｄアセットマネジメントの収益拡⼤ 戦略②：海外アセマネ会社等への戦略的投資

投資子会社
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５．グループ財務戦略の進化



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
29

５．グループ財務戦略の進化①

グ
ル
ー
プ
資
本
効
率
の
向
上

金
融
市
場
（
株
主
・
債
権
者
等
）

成長戦略
（コアビジネスの強化・事業
ポートフォリオの多様化）

財務戦略
（資本マネジメント）

 経済価値と財務会計のバランス経営

 グループ資本の効率的な活用

 資本効率を意識した株主還元

 政策保有株式の計画的な縮減

資金調達

還元

情報開示

生保各社による
特化戦略の追求

デジタル生保チャネル
の構築

収益源泉多様化に
向けた事業投資

投資

回収

投資

投資

■ 成⻑戦略（コアビジネスの強化・事業ポートフォリオの多様化）と表裏⼀体を成すものとして、財務戦略（資本マネジ
メント）を推進し、グループ資本効率を向上。

回収

回収
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５．グループ財務戦略の進化②（前中計期間の株主還元実績）

■ 前中計期間では、強化した株主還元⽅針に基づき、現⾦配当の安定的増配、機動的な⾃⼰株式の取得な
ど、株主還元の拡充に向けた取組みを実施。

配当総額（億円）

（追加取得）

自己株式の
取得（億円）

総還元性向

中長期的に実質利益の30%程度株主還元方針

実質利益の40%以上を毎期還元
引き上げ

１株当たり
年間配当金

（2016年3月期から前倒しで適用）

22.5円 25.0円 25.0円
30.0円 32.5円

37.5円
42.0円 44.0円

（前々中計） （前中計）

〔株主還元実績〕

〔 １株当たりGroup MCEV 〕 2,930円 3,456円 2,919円 3,621円 3,868円 3,873円2,468円

（予想）
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５．グループ財務戦略の進化③（本中計期間の株主還元方針）

■ 本中計期間では、前中計の枠組みを維持しつつ、資本効率の維持・向上をより意識した株主還元を実施。

〔参考：前中計の株主還元方針〕

実質利益の40％以上
の株主還元
（毎期実施）

安定的な現金配当
機動的な

自己株式の取得

〔本中計の株主還元方針〕

• 総還元性向は、資本効率性（修正ＲＯＥ）を踏まえ、柔軟に決定。（ただし、還元対象利益の40％以上を確保）

• 現金配当は、修正ＤＯＥを目安に安定的・持続的な増配を目指す。

• 自己株式取得は、総還元額を踏まえつつ、ＥＰＳの水準を勘案し、実施金額を決定。

＜基本的な考え方＞

参照
指標

総還元性向
(還元対象利益の40％以上)

修正ＲＯＥ
最終年度で８％程度

［修正利益／株主資本］

修正ＤＯＥ
３％程度

［配当金総額／株主資本］

ＥＰＳの成長

現金配当 自己株式取得

［一株当たり修正利益］

・当社およびグループ会社の経営の健全性に留意し、グループとして必要な内部留保を確保したうえで、株主価値の向上に
取り組み、安定的な利益配分を実施。
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（参考） Ｔ＆Ｄ保険グループのＥＲＭ経営

■ ＥＲＭの戦略的活⽤により経済価値および財務会計のバランスをとりながら、株主資本の有効活⽤を推進。

資本

リスク 収益

一体管理

経営計画策定

計画見直し モニタリング

経営施策執行

健全性
(資本十分性)

収益性
(資本効率性)

企
業
価
値
の
安
定
的
・
持
続
的
な
拡
大

〔グループリスク選好基準〕

健全性 ＥＳＲの必要水準 133％ 以上

収益性 ＥＳＲの中立水準 185％ 程度

ＲＯＥＶ 中長期的に7.5％ 以上

コアＲＯＥＶ 中長期的に5.0％ 以上

※ESR＝サープラス（資本）÷EC（リスク）
※ROEV＝EV増加額（資本増減等を控除）÷EVの平均残高（グル

ープベース）
※コアROEV＝（新契約価値＋リスクフリーレート部分の期待収益）

÷EVの平均残高（生保３社合計）

高
い
収
益
性
の
実
現

※本中計期間より「ＥＳＲの計測モデル」および「ＭＣＥＶの算定」

において、終局金利を適用。【再掲】
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６．グループ⼀体経営の推進
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６．グループ一体経営の推進

グループ内シナジーの発揮

グループカルチャーの徹底

 商品の相互供給・販売（募集代理）のさらなる推進

 グループ経営資源（人材・資金・ノウハウ）の

共有、適材配置
・投資子会社への専門人材の集約、グループ資本の配賦

・グループ会社間での人材交流、ベストプラクティス共有

・資産運用強化に向けたT&Dｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとの協働

 ブランドメッセージの新設（次ページ参照）

「さあ、保険の新次元へ。」

→Try＆Discoverの精神をグループ一体で社内外に訴求

 共有価値の創造に向けたグループ一体の社会的活動

・グループＣＳＲ重点テーマに基づく取組みの推進

グループ経営資源の集約 (投資子会社)

 事業ポートフォリオ多様化のグループ一体推進

・投資子会社を設立し、グループ経営資源を集約。

太陽生命 大同生命

ﾍﾟｯﾄ&ﾌｧﾐﾘｰ
損害保険

T&Dﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
生命

T&Dｱｾｯﾄ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

新たな
グループﾟ会社

（Ｔ＆Ｄホールディングス）
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さあ、保険の新次元へ。

グループ
経営理念

Try & Discover（挑戦と発見）による価値の創造を通じて、人と社会に貢献するグループを

目指します。

グループ
経営ビジョン

私たちは、最優の商品・サービスの提供により、お客さま満足度のトップを

目指します。
お客さまからの視点

株主・投資家・市場
からの視点

私たちは、成長に向けた新たな挑戦により、安定的・持続的に企業価値を

向上させ、確固たる存在感のある保険グループを目指します。

（参考①） Ｔ＆Ｄ保険グループの理念

グループブランド
メッセージ

私たちがつくりたいのは、

保険だけではない。

保険を超えて、

誰もがリスクを恐れることなく

可能性を豊かに広げていける未来だ。

どんな変化の時代にあっても、

誰もが希望を抱ける社会だ。

一人ひとりが

Ｔry＆Ｄiscoverの精神をもち、

あたらしいことを、つぎつぎと。

私たちＴ＆Ｄ保険グループなら、

きっとできる。
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「共有価値の創造」
のテーマ

関連する主な
ＳＤＧｓ目標

ＳＤＧｓターゲットにおいて
当社グループに期待される行動

1.充実したシニアライフ (1.5) 脆弱な立場にある人の経済・社会・環境の影響や災害に対するリスクや

脆弱性を軽減する

(3.8) 質の高い基礎的なヘルスケア・サービスへのアクセス

2.日本を支える

中小企業の発展

(4.4) 働きがいのある仕事、起業に必要な技能獲得の支援

(8.3) 中小零細企業の設立や成長を支援

(9.4) クリーン技術や環境技術を通じた産業の持続可能性向上

3.多様化した世帯の

健康で豊かな生活

(3.d) 健康リスクの早期警告・リスク緩和、リスク管理能力の強化

(8.5) すべての人の働きがいのある仕事での雇用

(8.10)保険、金融サービスへのアクセス拡大

4.デジタル革新を活かした

次世代活力の向上

(4.5) 安価で質の高い教育、高等教育への平等なアクセス

(4.a) 安全で効果的な学習環境の提供

(8.10)保険、金融サービスへのアクセス拡大

5.ライフプランに応じた

資産形成

(1.5) 脆弱な立場にある人の経済・社会・環境の影響や災害に対するリスクや

脆弱性を軽減する

(8.10)保険、金融サービスへのアクセス拡大

6.投資を通じた

持続可能な社会への貢献

(7.2) 再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させる

(10.2)すべての人の社会的、経済的活躍の支援推進

(12.5)廃棄物の排出量を大幅に削減する

(13.1)気候変動に起因する危険や災害に対するレジリエンスと適応力を強化

(15.2)森林破壊を阻止し、劣化した森林を回復し、森林再生を増加させる

(17.5)開発途上の国/地域の発展のための投資促進

（参考②） ６つの“共有価値の創造”事業テーマとＳＤＧｓ

国連の持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)から、当社グループにとって重要度が高く、
当社グループの強みを活かして共有価値の創造に取り組むべき領域として選定したものを掲載。
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（参考③） 海外生保事業等への取組み

○マイノリティ出資を中心としたネットワーク構築（→国内生保へのノウハウ活用）、それらを通じた態

勢整備を推進。中長期的視点で経営管理ノウハウ蓄積や人材育成に取り組み。

ニュルンベルガー社 （ドイツ）／資本・業務提携

 2013年12月より、大同生命との出資・業務提携により
ファンドへの共同投資や取引先紹介などで協働。

 経営陣の相互訪問や同社への従業員派遣、トレーニー
の相互受入れ等を実施。

インテグリティ社 （オーストラリア） ／資本・業務提携

 2018年6月に大同生命との間で出資・業務提携。同社へ
の従業員派遣を実施。

 現代的なＩＴの構築や効率的なオペレーション等、
生保事業立ち上げに関する経験やノウハウを将来的に
グループ・大同生命で活用することも期待。

ミャンマー保険市場／新たなステージへ

ダカドゥー社 （スイス）／協働

 2012年4月に、太陽生命が外国生命保険会社として初の
駐在員事務所を設立。

 医療保険プロジェクトのリーディングコンサルタントへ
の任命や保険公社との生保業界発展のための覚書締結等
ミャンマー保険事業の発展・普及に向け取り組み。

 2018年6月より、ヘルスケア関係のデジタル
技術・インフラ活用等による国内生保事業
の高度化に向けた協働を開始。

ペイデン＆リゲル社 （米国） ／協働

 2018年11月に覚書を締結。生保資産運用の
高度化、アセマネ事業および資産運用専門
家育成に関し協働。



Copyright T&D Holdings, lnc. All Rights Reserved.
38

免責事項

・本資料では、現在当社グループが入手している情報に基づいて、当社グループが本資料の作成時点におい
て行った将来の予測等が含まれております。

・これらの将来に関する記述は、様々なリスクや不確実性を内包していることから、将来の実績が本資料に
記載された見通し、計画および予測等と大きく異なる可能性がある点をご承知いただくとともに、本資料
に依拠することのないようご注意ください。

・また、新たな情報、将来の事象等に際して、当社グループは将来に関する記述を変更または訂正する一切
の義務を負いません。


